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所信声明 

気候変動の影響 
Impact of climate change 

 

 

背景 

気候変動の発生が明白であり、気象パターンも著しく変化していることは、十分かつ強力なエビ

デンスに裏付けられている。気候変動の脅威は地球上の生命体にとって深刻な脅威である。その

影響は今後深刻化すると予想されている。 

 

地球規模での気候変動に起因する人の健康への環境的脅威は大規模であり、多様である。異常気

象現象、自然災害、住民の避難、伝染病発生の増加、食料・飲料水の不足などがある。 

 

すべての医療従事者は中心的存在として問題を理解し、人の健康への脅威を最小化するために気

候変動への対策をとることが求められる。助産師も、持続可能性に関連した社会的変化に影響を

与える重要な役割を果たしうる立場にある。 

 

見解 

予想される気候変動の影響の多くは、女性と乳幼児、家族だけでなく助産師自身にも深刻な結果

をもたらしうる。したがって、専門職としての助産師にとっては、気候変動の脅威の重大性を認

識し、気候変動に関係する地域および世界の環境問題の管理に貢献する方法を見つけることが重

要である。 

 

会員協会への指針 

ICM は会員協会に以下を求める。 

 地球の気候変動が発生しており、その重大な原因が人の行動であるという科学的合意を認

識すること 

 気候変動による出産にかかわるコミュニティーに対する健康面での影響を助産教育と能力

開発に取り入れること 

 国・地方・世界のレベルで気候変動の政策立案に助産師の意見を反映させる重要性を認識

し、可能な限り、意見の表明を目指すこと 

 気候変動による健康への世界的影響を予想し、出産にかかわるコミュニティー内でより効

率的に対応できるよう、政府機関に対して保健インフラの強化を求めること 
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 助産師が環境の持続可能性を推進するための役割モデルとして行動し、持続可能な実践に

ついて女性と家族を教育する積極的な役割を果たすよう促すこと 

 助産実践と出産にかかわるコミュニティーに対する気候変動の影響の双方に関連して、気

候変動の議論にさらなる情報を提供するために研究を実施すること 
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